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東日本大震災による福島第一原発の事故以来、脱原発への志向が高まり、環境・エネ
ルギー問題が益々重要課題となっています。大飯原発以外の国内の原発は安全性点検の
ためすべて停止されており、それによる不足分を火力発電の再稼働により賄っています。
しかし、CO2 排出削減の観点からは火力発電の再稼働は好ましくありません。太陽光を
はじめ様々な再生可能エネルギー源への期待が高まっていますが、不足分を賄うには程
遠いのが現状です。この様な状況を乗り切るためには、個人個人の節電や環境改善に対
する意識が何よりも重要です。 
本学では、岡山大学環境方針を掲げ、環境管理組織に環境マネジメント委員会、その
下部組織に 4 つの専門部会を設置し、学内の環境・エネルギー問題や意識改革に取り組
んでいます。環境管理センターは 4 つの専門部会すべてに委員を出し、全面的に協力し
ています。中でも地球温暖化対策・エネルギー管理専門部会と化学物質管理専門部会が
重要と感じています。 
平成 23 年度のエネルギー原単位（エネルギー消費量／建物延べ床面積）は、平成 22
年度より約 3 %減少しましたが、平成 21 年度と比較すると増加しており、平成 22 年度
の急激な増加を除いても増加傾向です。CO2 排出量も同様な傾向です。このままエネル
ギー消費量や CO2 排出量が増加すると、平成 27 年度までの削減目標の達成は見込めま
せん。地球温暖化対策・エネルギー管理専門部会が中心となり、かなり難題ですが、エ
ネルギー消費削減や CO2 排出削減に関して有効な対策を提案しなければなりません。 
本学の化学物質管理は他大学と比較して、かなり遅れているように思います。現在、
化学物質管理専門部会が精力的に管理方法を検討しています。今年度中には管理方法を
提案する予定です。両事項とも皆様のご協力が必要です。 
その他にも様々な環境負荷低減に関する課題があります。環境負荷低減についての状
況と共に、環境教育や環境研究などの情報をセンター報である「環境制御」等を通して、
皆様方に随時発信いたします。今回は、本年度の環境管理センター公開シンポジウム「環
境とエネルギー～持続可能な社会を目指して～」で講演された 3 名の先生に総説を執筆
して頂きました。目を通して頂けると幸いです。 
 
